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テーマ ｷｰｴﾝｽ KV ｼﾘｰｽﾞ+ｼﾘｱﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾕﾆｯﾄとの接続に関して 

該当機種 
モニタッチ：V8 シリーズ 

PLC：KV シリーズ＋シリアルコミュニケーションユニット 
No. TI-M-1016-1 1/6 

 

１．目的 

ＫＶシリーズシリアルコミュニケーションユニット（ＫＶ－Ｌ２０/ＫＶ－Ｌ２０Ｒ/ＫＶ－Ｌ２０Ｖ）は、ＲＳ２３２

Ｃ専用Ｄ－Ｓｕｂ９ピンコネクタ（ＰＯＲＴ１）と、ＲＳ２３２Ｃ/ＲＳ４２２Ａの切換が可能な端子台（ＰＯＲＴ２）

の２つのシリアルポートを装備しています。 

本資料では、ＰＬＣ：ＫＶ－７００＋ＫＶ－Ｌ２０との接続を例にして説明します。 

 

※ＣＰＵ型式とシリアルコミュニケーションユニット型式について 

エディタＰＬＣ選択 ＣＰＵ ユニット
ＫＶ－Ｌ２０
ＫＶ－Ｌ２０Ｒ

ＫＶ－１０００ ＫＶ－１０００ ＫＶ－Ｌ２０Ｒ
ＫＶ－３０００
ＫＶ－５０００

ＫＶ－７００ＫＶ－７００

ＫＶ－３０００/５０００ ＫＶ－Ｌ２０Ｖ
 

 

 

２．接続環境 

モニタッチ ： Ｖ８１０ｉＳ 

ＰＬＣ   ： ＫＶ－７００ ＋ ＫＶ－Ｌ２０ 

使用ソフト ： ＫＶ ＳＴＵＤＩＯ Ｖｅｒｓｉｏｎ ５．００ 

 

 

３．設定方法 

ＫＶ－Ｌ２０のＰＯＲＴ１又はＰＯＲＴ２に、以下の設定で接続します。 

    ボーレート   ： ５７６００ｂｐｓ 

    データ長    ： ８ビット（固定） 

    ストップビット ： １ビット（固定） 

    パリティ    ： 偶数（固定） 
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４． 

Ｖ－ＳＦＴの設定 

① Ｖ－ＳＦＴ－５を立ち上げ、新規画面を作成します。 

モニタッチの機種を選択し、[OK]をクリックします。 

次に、ＰＬＣの機種を「キーエンス KV-700」を選択し、[OK]をクリックします。 

 

       

 

 

 

② [接続機器設定]画面の設定を行います。 

[通信設定]でモニタッチの信号レベル（RS-232C または RS-422/485）とボーレートを設定します。 

 

※[細かい設定] [接続先設定]タブの設定は、特に変更する必要はありません。 

 

モニタッチの通信設定は完了です。 

画面データをモニタッチに転送します。 
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 ＫＶ ＳＴＵＤＩＯの設定 

① ＫＶ ＳＴＵＤＩＯを起動します。 

[ﾂｰﾙ]→[ﾕﾆｯﾄｴﾃﾞｨﾀ]を選択します。 

 

 

② [ﾕﾆｯﾄｴﾃﾞｨﾀ]が表示されます。 [ユニット選択(1)]にてユニット構成を行います。 

シリアルコミュニケーションユニット:ＫＶ－Ｌ２０をドラッグしてユニット構成に追加します。 

 

 

③ ユニット構成に追加したＫＶ－Ｌ２０をダブルクリックして[ユニット設定(2)]を開きます。 

    
 

ドラッグ 

ダブルクリック
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④ [ユニット設定(2)]で接続ポートや動作モードの設定を行います。 

 

◆ＰＯＲＴ１で接続する場合 

 動作ﾓｰﾄﾞ   ： KV BUILDER ﾓｰﾄﾞ 

 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ    ： RS-232C 

 ﾎﾞｰﾚｰﾄ    ： 自動 

 ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ長  ： 8 ﾋﾞｯﾄ 

 ｽﾀｰﾄﾋﾞｯﾄ   ： 1 ﾋﾞｯﾄ 

 ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ   ： 1 ﾋﾞｯﾄ 

 ﾊﾟﾘﾃｨ     ： 偶数 

 ﾁｪｯｸｻﾑ    ： なし 

 RS/CS ﾌﾛｰ制御 ： しない 

 

 

 

 

 

 

 

◆ＰＯＲＴ２で接続する場合 

 動作ﾓｰﾄﾞ   ： KV BUILDER ﾓｰﾄﾞ 

 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ    ： RS-232C 又は RS-422A 

 局番     ： 0 

 ﾎﾞｰﾚｰﾄ    ： 自動 

 ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ長  ： 8 ﾋﾞｯﾄ 

 ｽﾀｰﾄﾋﾞｯﾄ   ： 1 ﾋﾞｯﾄ 

 ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ   ： 1 ﾋﾞｯﾄ 

 ﾊﾟﾘﾃｨ     ： 偶数 

 ﾁｪｯｸｻﾑ    ： なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ シリアルコミュニケーションユニット:ＫＶ－Ｌ２０Ｒ/ＫＶ－Ｌ２０Ｖをご利用の場合には、 

  動作モード:ＫＶ ＢＵＩＬＤＥＲ/ＫＶ ＳＴＵＤＩＯモードを選択します。 

  その他の設定は、ＫＶ－Ｌ２０と同じです。 
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⑤ 設定が完了したら、[OK]で[ｴﾃﾞｨﾀ]に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ [ﾓﾆﾀ/ｼﾐｭﾚｰﾀ]→[PLC 転送]を選択し、設定した内容を転送します。 

プログラム、コメント等も全て転送する場合は、全てチェックを入れます。ユニット設定情報のみの場合

は他のチェックを外しかてら[実行]をクリックします。 

 

 

 

 

⑦ 転送完了後に、ＰＬＣ電源をリセットして設定は完了です。 
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５．接続 

 

◆ＰＯＲＴ１の場合 

  ＲＳ－２３２Ｃ 

        Ｖシリーズ                      ＫＶ－Ｌ２０/Ｒ/Ｖ(ＰＯＲＴ１) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ＰＯＲＴ２の場合 

  ＲＳ－２３２Ｃ 

        Ｖシリーズ                   ＫＶ－Ｌ２０/Ｒ/Ｖ(ＰＯＲＴ２) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＲＳ－４２２ 

        Ｖシリーズ                   ＫＶ－Ｌ２０/Ｒ/Ｖ(ＰＯＲＴ２) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ Ｖ８シリーズのＭＪ１/ＭＪ２で接続する場合の結線は、『Ｖ８シリーズ接続マニュアル』をご確認ください。 

 

お問い合わせは．．． 

発紘電機株式会社 技術相談窓口 TEL：076-274-5130 FAX：076-274-5208 

 

ポート２切換スイッチ 

ＫＶ－Ｌ２０/ＫＶ－Ｌ２０Ｒの側面に“ポート２切換スイッチ”が付いています。 

ポート２をＲＳ－２３２Ｃ、ＲＳ－４２２のどちらで使用するかを設定するスイッチ 

です。正しく設定してください。 

232C 422A VT 

PORT2 


